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水産振興課・漁業調整課

令和４年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります
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試験船による海洋観測結果（9月下旬）
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隠岐海峡と鳥取県沖（点線範囲内）の
平均水温は28℃ （27～28℃）を示しています。
【前年差： +1.51℃、平年（直近30年）差：+1.48℃】

平均水温は16.5℃（14～17℃）を示しています。
【前年差：-1.57℃、平年（直近30年）差：+0.36℃】

平均水温は24.2℃（22～26℃）を示しています。
【前年差：+0.74℃、平年（直近30年）差：+2.66℃】

鳥取県東部以東に10℃以上を示す暖水域が
あります。

水深
５０ｍ

水深
２００ｍ

水深
１００ｍ

表面

今後、追跡調査を行います。
ご協力よろしくお願いします。

キジハタ（あこう）の種苗放流を行いました！

放流作業にご協力いただいた
皆さま、お疲れさまでした！

元気に泳いでいきました！

高密度にならないよう、パラパラと
ゆっくり放流しました。

鳥取県では、平成28年からキジハタ種苗放流を漁業者

主体の事業として行っています。令和2年までは約5万尾

のキジハタの放流を行っていましたが、令和3年から2万

尾へ削減しています。これは、キジハタの漁獲量が放流

前と比べて大きく増加（3.5倍）したためで、放流尾数を2

万尾に削減しても現状の漁獲量が維持できるのであれば、

経費節減に繋がるからです。

今後もこれまで実施してきた放流手法や放流尾数削

減の効果を検証していくとともに、2万尾の放流規模に

合わせた放流場所や時期の検討を行います。引き続き

調査へのご理解とご協力をお願いいたします。

放流尾数（Ｒ２年：53,900尾 ）※変更前

県全体 東部

計 淀江 御来屋 中山 赤碕 泊 青谷 夏泊 浜村 酒津 網代

53,900 6,440 6,440 6,440 12,880 880 440 440 440 10,800 8,700

放流尾数（Ｒ4年：20,000尾　）※変更後

県全体 東部

計 淀江 御来屋 中山 赤碕 泊 青谷 夏泊 浜村 酒津 網代

20,000 2,300 2,300 2,300 5,000 0 450 0 450 4,000 3,200

西部 中部

西部 中部

※泊～浜村は2年に1度の放流へ変更
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とっとり海のごちそう祭を開催しました！
～見て！触って！食べて！知って！とっとりのウニのこと、海のこと～

豊かな海の再生を目指して…

9月10日（土）鳥取港（賀露）にて、「とっとり海のごちそう祭」が開催されました。

これは、藻場の衰退の原因となっているムラサキウニを食材に変え、新たな地域資源に
することで鳥取の海を守ろうと今年5月にスタートした「鳥取ブルーカーボンプロジェクト」の

キックオフイベントで、次世代へ海を介して人と人とがつながる日本財団「海と日本プロ
ジェクト」の一環で実施されたものです。 （漁業調整課 本田）

鳥取県漁協 田渕
浜村地区運営委員
長、公立鳥取環境
大学 太田准教授、
県漁協 古田さん
によるトーク
セッション「なぜ
今ウニなのか？」

田渕委員長には、漁師技に挑戦！
として、子どもたちに匠の技、まき
結びの伝授もしていただきました。
隣のねじり鉢巻きのお方は…

飲食店による
ウニ談義。
鳥取県産の
ムラサキウニ
は雑味なく
風味も良いと
好感触。

平井知事の「豊かな海の再生宣言」でスター
トした「ごちそう祭」。

ヒラメ放流は、「初めて
の体験で良い記念になっ
た」など大好評でした。

タッチングプール
では初めてのウニ
にこわごわ。

県漁協による藻場の
恵みを詰め込んだ
「ウニサザエご飯」。

9月から解禁となった沖合底びき網の漁況

近年の9月は主に鳥取沖、隠岐北方、浜田沖の水深150～
200mの海域で、ズワイガニの稚ガニ及びかれい類の稚魚の
分布状況を把握する桁網調査を実施しています。
本調査は、主に稚ガニ（甲幅40㎜未満）の発生状況を

把握し、従来のトロール調査では把握できない、5年程度先
のズワイガニの資源状況、漁況を予測することを目的に実施
しています。

9月上旬の沖底の漁況予測を、8月に青谷沖1調査点のみ実施した第一鳥取丸の着底
トロール調査の結果から、ハタハタについては2歳魚メインの漁獲で漁獲量は多くない、
スルメイカが多く入網すると予想しました。
市場調査を実施した9月5日の網代、賀露のハタハタの水揚げは2歳魚がメインで、

小さい個体は少なく網代計830箱、賀露計2340箱の水揚げがありました。一方で、
この日以降はハタハタの水揚げが殆どなく、産卵回遊するハタハタは、早くも本県沖
からほとんどいなくなっているようです。また、同日のスルメイカの水揚げは、沖底
にしては珍しく300箱/隻程度とかなりの量が網代・賀露船ともにありました。
9月中旬頃からの沖底の水揚げはソウハチをメインに、アカガレイ、ニギス、エビ類

（あかえび、もさえび等）、ホウボウ等の灘ものとバラエティに富んだ魚種が水揚げ
されています（航海の度に水揚げ魚種が変わるので、いろいろと漁場を探して見つけた魚を獲って

いる状態だと推察されます）。

第一鳥取丸でのズワイガニ稚ガニ及びカレイ類稚魚の桁網調査の実施状況

体長15～17㎝の2歳魚メインに20㎝以上
の大型のハタハタいました。

漁期初めにまとまった水揚げがあった
スルメイカ

稚ガニを採集する大型桁網（幅4.9m）

最小サイズの稚ガニ（甲幅5.64㎜）

泥の重さに耐えきれず曲がった桁枠

桁網で採集されるズワイガニの平均甲幅は25㎜程度ですが、
9月12日の赤碕沖（水深190m）の調査で、2019年から本調
査を始めて以来、最小サイズ（甲幅5.64㎜、0.08g）のズワ
イガニの稚ガニを採集できました。
一方で、調査は巨岩の入網による破網や桁枠が曲がるなど

のアクシデントが続き、難航しています（現在も継続中）。
10月はいよいよ本県の沖底の主力魚種、ズワイガニの漁期

前調査が始まります。 皆さんに有益な情報が届けれるよう
第一鳥取丸船員、調査員が一丸となって事故なく安全に調査
を進めて行こうと思います。

８月下旬の水塊配置と対馬暖流

島根沖冷水域 N35°50’以北に11℃以下の冷水域が認められます。

隠岐諸島北方の
冷水と暖水

島前の北方に島根沖冷水域の一部が張り出しています。また、島後の北方N37°20′以
北に16-17℃の暖水域が認められます。

山陰・若狭沖冷水域 兵庫沖N36°以北に11℃以下の冷水域が認められます。

対馬暖流の流路 主流は朝鮮半島東岸に沿って北方に向かい、主流の一部が島根沖冷水に沿って北に向
かい流れます。兵庫県沖ではでN36°付近を東方に向かう流れが認められます。

＊県内の漁獲情報については水産試験場ホームページ (鳥取県水産試験場で検索してください)に
詳しく掲載しています、是非ご利用ください。


